
□点 鐘

□国歌斉唱

□ロータリーソング：奉仕の理想

□４つのテスト：宇都宮勝博会員

□ゲスト：

国際ロータリー第2710地区

G９ガバナー補佐 吉田大造様（尾道RC）

ガバナー補佐幹事 松井孝光様（尾道RC)

米山奨学生 丁 若洺様

□会員数：１４名（免除者：0名）

□出席者：１０名 □欠席者： ２名

□メイク： ２名 □出席率：８５．７１％

さんへ米山奨学金お渡し

○会員誕生日 …木村

○結婚記念日 …久藤

○配偶者誕生日…三好

○事業所創立 …中川

○特別スマイル

・G9ガバナー補佐 吉田大造様

・G9ガバナー補佐吉田大造様、ガバナー補佐幹事

松井孝光様の御来訪歓迎いたします。本日の卓

話およびクラブアッセンブリー宜しくお願いし

ます。（板場英行）

本日のプログラム ９月８日 次週のプログラム ９月１４日

クラブ管理運営委員会担当例会
ガバナー公式訪問

（フォレストヒルズガーデン）

【２０２２年９月１日 第２７４７回例会記録】
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９月 久藤孝仁会員

【幹事 木村 安伸】

・青森県大雨災害に対す

る支援金について

【会長 板場英行】

9月長月に入りました

が、なお暑さの衰えが

見えない現今です。会

員の皆さんには、変わ

らずご清祥のことと思

います。

G9ガバナー補佐吉田大

造様、ガバナー補佐幹事松井孝光様には、プレ公

式訪問としてのご来訪ご歓迎申し上げます。のち

ほどの卓話、およびクラブアッセンブリー宜しく

お願いします。

台風11号、915hpa、最大瞬間風速70mというとて

つもない勢力で接近しています。今後の日本への

影響が懸念されます。本日9月1日は、防災の日で

す。大正12年（1923年）に起きた関東大震災の

惨事を忘れず、この時期に多い台風に対して防災

意識を高める意味で昭和35年に制定され、62年を

経過しました。この60数年間で台風、地震、津波、

集中豪雨など日本各地で多くの災害が発生してい

ます。中でも、阪神淡路大震災、東日本大震災は

未曾有の被害をもたらしました。防災の日を機会

に、台風、高波、津波、地震などの正しい知識を

深め、それらの災害に対する心構えと強い防災意

識を持つことが重要と考えます。

9月第1週の会長の時間、「ロータリー情報」に関

するテーマです。各会員の手元にロータリーの友

9月号、ガバナー月信No.3が届いています。9月は

基本的教育と識字率向上月間です。ガバナー月信

には、全ての子供が読み書きできる世界をimagine

しましょうという石川地区ガバナーのメッセージ、

脇パストガバナーのマンスリーレターが紹介され

ています。

日本は識字率100％ですが世界に目を向けますと、

読み書きの出来ない成人が約8億人、識字率70％

未満の国35カ国と報告されています。日本では予

想できないこの実態を認識し、その克服にどのよ

うな奉仕が出来るかを考える上での示唆が述べら

れています。

ロータリーの友には、「友」創刊70周年特別企画

として1950年から1960年にかけてのバックナン

バーで我が国における半世紀前のロータリー世相

を振り返ることが出来ます。友への特集掲載は、

今後数回かけて2020年まで連載されるようです。

我が国における先達ロータリアンの貴重な活動足

跡を知る絶好の機会です。

また、ロータリーの友9月号18～19ページに詳細

内容を閲覧できる電子版サイトが紹介されていま

すので、併せてご確認ください。

また、2020東京オリンピックのメインスタジアム

設計・建築に関わった隈 研吾さんが昨年11月に

第2740地区大会で記念講演された要旨が掲載され

ています。「集中から分散」というキーワードで、

コロナ禍における現状で人類は「折り返し点から

のライフスタイル」としてコロナを機に全く逆の

方向に歩み出したと述べられています。少し長文

ですが、建築家の視点からこれからの人類・文明

の方向性として、日本型ライフスタイルの海外発

信が指摘されています。

四つのテスト １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか



「ロータリーの返事は、はい、かイエス」

国際ロータリー第2710地区

G９ガバナー補佐 吉田大造様（尾道RC）

尾道RCで二人目となるガバナーを出す話しが始

まったのは10数年前からです。長く尾道RCはお

断りしていたようですが、やっとクラブ内で雰囲

気が盛り上がり、人選となりました。当然諸条件

を満たす会員は数名しか見当たりませんし、ご本

人、会社、ご家族等の了解も大切になります。最

終的に吉原さんで決まり、クラブを挙げてガバナー

誕生と成功に向けて動き出しました。

代表幹事選びに始まり、沢山の出向者を委員長と

して決めていかなくてはなりません。多くのメン

バーは先輩たちに教わってきた「ロータリーの返

事は、はい、かイエス、しかない」その言葉の通

りに了解していってくれました。

準備、本番、引継ぎと3年出向することを知って

いた者はほとんどいませんでした。地区大会に向

けても実行委員長のもとに各部会を編成し全員が

一生懸命に動いてもらいました、クラブの一体感

が日に日に盛り上がっていくのが目に見えるよう

でした。

実際のガバナー年度がはじまり、地区内会長幹事

会などのおおきなイベントが続き会員のロータリ

アンとしての意識も向上していくのがよくわかり

ました。多くのメンバーが時には楽しみながら地

区の活動をこなしてしていけるようになっていっ

たと感じました。

大変な一年間ではありましたが、クラブの一体感、

会員相互の団結，繋がりの強化という意味では大

変に有意義な機会を与えられたと感じています。

吉田G9ガバナー補佐様、松井G9ガバナー補佐幹

事様、佐渡、中川、久藤、木村、三好、宮本、板

場、宇都宮会員出席によりクラブアッセンブリー

を行いました。 （13：40～14：20）

１．開会

２．板場会長挨拶

３．グループ９ガバナー補佐 吉田様ご挨拶

４．会長運営方針、委員長活動報告

５．質疑応答

６．板場会長 謝辞

７．閉会
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